
 

 

 

 

 

【 まちの将来像３ 】 

 

みんなの“楽しい”が見つかる文化のまち 

  

33



1

方向性

R5 新規完了

継続

R8 継続

R9 継続

内容
リニューアルに向けた備品整備や周知広報に向けたパンフレット作成等を行い、開館
記念プレイベントやオープン記念企画を実施する。

R6

R7

R8

R9

2

事業名 3-1-1 生涯学習センター営繕事業 担当課

目的

3

事業名 3-1-1 プラネタリウムリニューアル記念事業 担当課

利用者の安全で快適な施設利用や脱炭素の推進、施設の長寿命化を図る。

文化振興課

方向性

R5 臨時拡充

内容 省エネ・高効率化による空調熱源等設備更新を行う。

R6 継続

R7

目的 プラネタリウムのリニューアルを広く周知する。

文化振興課

２　新規・拡充事業等

1

事業名 3-1-1 生涯学習へのきっかけづくりの推進事業 担当課

目的
「茨木市生涯学習推進計画」の方向性に基づき、多様な分野における市民向けの講座
の充実を図り、生涯学習へのきっかけづくりを推進する。

文化振興課

方向性

R5 新規

内容
おにクルのプラネタリウムの貸館時間を活用し、天体、気象等の科学分野に関する生
涯学習講座を実施する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

3-1-5 図書館サービスの充実

3
施策の
方向性

本市の生涯学習に関する取組の基本となる計画を策定するとともに、市民、行政、教育機関、企業
等との連携により、社会的な課題や市民ニーズに対応した多様な学習の場や機会、情報などを提供
し、市民の主体的な生涯学習活動を促します。
社会教育については、学校教育との連携を図りながら、これからの時代に求められる成人の学習
や、公民館活動の推進、図書館の機能の充実を図ります。

4 取組

3-1-1 生涯学習推進体制の整備

3-1-2 生涯学習についての普及啓発の推進

3-1-3

1　施策の概要

施　策 3-1 生涯学習の機会を増やし情報提供を充実する

2
対応する
SDGs

4

成人の学習の推進

3-1-4 公民館活動の推進
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２　新規・拡充事業等

文化振興課

方向性

R5 臨時拡充

内容
きらめき講座や施設利用に関するものとして、展示パネルの入替、電気陶芸窯の更新
を行う。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

8

事業名 3-1-5 おにクルぶっくぱーく開館事業 担当課

目的
令和５年１１月の「おにクル」開館に向けて、体制や機器・資料の追加購入等につい
て詳細を確定させ、円滑な移転・開館事務を進める。

中央図書館

方向性

R5 臨時拡充

内容
①什器等備品、書籍・雑誌を購入する。
②館内電子資料を導入するとともに、図書館システムの構築・導入を進める。
③開館プレ事業、寄附返礼品メニュー事業、オープニング事業を開催する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

7

事業名 3-1-4 公民館営繕事業 担当課

目的
利用者にとって、より利用しやすい施設とするため、バリアフリー化を図る。また、
併せて施設の長寿命化を図る。

社会教育振興課

方向性

R5 継続

内容

①令和５年度は、天王公民館の外壁等改修工事を行う。
②令和６年度は、天王公民館の内壁等改修工事、耳原公民館のエレベーター設置等に
係る設計委託を行う。
③令和７年度は、太田公民館の外壁等改修工事、耳原公民館のエレベーター設置等工
事及び西公民館のエレベーター設置等に係る設計委託を行う。
④令和８年度は、太田公民館分室の外壁改修等工事、西公民館のエレベーター設置等
工事を行う。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

4

事業名 3-1-1 おにクルプラネタリウム設備の充実 担当課

R5 拡充

内容 社会人のための生涯学習情報を集約し、ホームページ等で発信する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

5

事業名 3-1-1 生涯学習センター備品等設備更新事業 担当課

目的
講座の環境整備や施設利用される市民がより充実した生涯学習活動が行えるよう施設
設備を更新する。

6

事業名 3-1-2 社会人のための生涯学習情報発信事業 担当課

目的
社会人等が学び直しのできる機会を充実させるため、庁内の関係課や大学等と連携を
強化し、学習の場や生涯学習情報の提供を行う。

文化振興課

方向性

新規完了

内容 クラウドファンディングを活用し、プラネタリウムに電子観望システムを導入する。

R6

R7

R8

R9

目的 プラネタリウムへの愛着や施設利用への期待感を高める。

文化振興課

方向性

R5
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２　新規・拡充事業等

9

事業名 3-1-5 図書館営繕事業 担当課

継続

内容

①中央図書館空調自動制御機器ダンパモータ取替修繕を行う。
②中央図書館２F児童室等タイルカーペット張替修繕を行う。
③中央図書館駐車場管制システム修繕を行う。
④庄栄図書館自動ドア装置一式取替修繕を行う。
⑤庄栄図書館高圧受変電設備機器・高圧ケーブル取替修繕を行う。
⑥穂積図書館照明ＬＥＤ化修繕を行う。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9

目的
公共施設マネジメント基本方針に沿った点検を実施し、予防保全を行い建物の長寿命
化を図る。

中央図書館

方向性

R5

継続
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1

方向性

R5 継続

継続

R8 継続

R9 継続

内容
市民体育館、東市民体育館、南市民体育館、福井市民体育館のアリーナに空調を設置
する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

2

事業名 3-2-1 キッズスポーツフェスタ実施事業 担当課

目的

3

事業名 3-2-1 市民体育館（４体育館）アリーナの空調整備 担当課

様々なスポーツを体験することにより、スポーツに興味、関心を持ち、スポーツに継
続して取り組む子どもの育成を図る。

スポーツ推進課

方向性

R5 拡充

内容

①スポーツへの興味・関心を持つことや個別の競技を開始するきっかけづくりとなる
よう、キッズスポーツフェスタで体験枠を拡大し、スポーツに触れる機会を拡充す
る。
②個別の競技について、魅力を深く知り愛着が増すきっかけとなるよう、キッズス
ポーツフェスタで体験時間を延長する。

R6 継続

R7

目的
利用者が快適にスポーツに取り組め、観戦できるよう環境を整備する。また、指定避
難所となっていることから、避難所における良好な生活環境を確保する。

スポーツ推進課

２　新規・拡充事業等

1

事業名 3-2-1 ウォーキング普及事業 担当課

目的
本市のスポーツ推進計画で週１回以上スポーツする人の割合50％以上を目標にしてい
る。また、コロナ禍において健康二次被害の懸念もある。こうした状況下、一人や少
数で施設を使わずに実施できるスポーツや運動の機会を提供する。

スポーツ推進課

方向性

R5 継続

内容

①ウォーキング講座について、参加者どうしのつながりにより講座後も継続的な運動
習慣の定着を促進するため、毎週固定メンバーで行う短期集中型講座を実施する。
②既にサークルなどのグループで実施している市民に対しては、講師を派遣し正しい
歩き方を指導する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

3
施策の
方向性

本市のスポーツ推進計画に基づき、スポーツ関係団体等と連携し、健康増進・生きがいづくりのイ
ベント、スポーツ教室等を開催するとともに、各自の興味や年齢、体力、技能等に応じて、誰もが
気軽に生涯スポーツに親しむことができる環境を整えます。地域スポーツ等の活動・運営を支える
人材の育成や互いに協力しあえるネットワークを構築します。

4 取組

3-2-1 多様な生涯スポーツ活動の推進

3-2-2 スポーツ関係団体や指導者の育成

1　施策の概要

施　策 3-2 みんなが楽しめるスポーツ活動を推進する

2
対応する
SDGs

3
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２　新規・拡充事業等

4

事業名 3-2-1 多目的運動広場の整備 担当課

R5 完了

内容
一部改正のあった建築基準法施行令に合致した天井とするため南市民体育館アリーナ
の天井改修を行う。

R6

R7

R8

R9

5

事業名 3-2-1 南市民体育館の天井改修 担当課

目的
既存不適格となっている天井改修を行うことで、建築基準法施工令に基づいた天井と
なり、施設の安全性を高める。

スポーツ推進課

方向性

継続

内容
安威川ダム周辺の利活用として、中学生以上の公式試合規格を満たしたサッカー場と
してだけではなく、グラウンド・ゴルフやラグビーなどの競技に活用できる多目的な
グラウンドの設置設計委託及び整備を行う。

R6 継続

R7 完了

R8

R9

目的
サッカー競技一般の公式試合規格を満たした多目的運動を整備することによりスポー
ツ環境の整備・充実を図る。

スポーツ推進課

方向性

R5
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1

方向性

R5 臨時拡充

R8

R9

内容
通常のアンデパンダン形式の「公募部門」と実行委員会選出の「特集作家展」に加え
て、過去の特集作家の作品を展示する特別展を開催する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

2

事業名 3-3-1 文化振興ビジョン副読本作成 担当課

目的

3

事業名 3-3-1 現代美術展50周年特別企画展の実施 担当課

新施設の開館を見据えて、文化振興ビジョンを改定するにあたり、市民の方にビジョ
ンの内容を分かりやすく伝える

文化振興課

方向性

R5 完了

内容 文化芸術団体等へのインタビュー記録から副読本、映像を作成する。

R6

R7

目的
現代美術を取り上げた展覧会事業の50周年を記念し、さらなる魅力発信のための展覧
会企画を実施する。

文化振興課

２　新規・拡充事業等

1

事業名 3-3-1 文化振興ビジョン改定 担当課

目的 新施設の開館を見据えて、文化振興ビジョンを改定する。

文化振興課

方向性

R5 完了

内容
ワークショップ、関係者ヒアリング及びパブリックコメント等を実施し文化振興ビ
ジョンを改定する。

R6

R7

R8

R9

3-3-5 郷土への愛着心とブランド形成

3
施策の
方向性

文化振興ビジョンに基づき、市民の主体的な文化活動や交流を支援するとともに、子どもたちへの
多様なアプローチを進めるなど、新しい担い手の発掘と育成を図ります。また、歴史遺産の保存と
活用を推進し、拠点施設の機能充実を図り、市民の郷土愛を育むことで、歴史文化遺産を発展的に
継承します。

4 取組

3-3-1 多様な主体の協働による文化のまちづくり

3-3-2 文化芸術とふれる・感じる・つながる「場」づくり

3-3-3

1　施策の概要

施　策 3-3 文化芸術活動を支援し歴史と伝統を継承する

2
対応する
SDGs

4 11

未来へ向けた文化芸術の担い手の育成

3-3-4 歴史遺産の保存・継承
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２　新規・拡充事業等

7

事業名 3-3-2 将棋文化の振興イベント事業 担当課

目的 将棋文化の振興を図り、将棋に触れる機会を創出するため。

文化振興課

方向性

R5 新規

内容
プロ棋士による公開対局や棋士による対局指導、将棋の駒作りワークショップ等を実
施する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

6

事業名 3-3-2 京都芸術大学連携事業対話型芸術鑑賞プログラム事業 担当課

目的
京都芸術大学と連携し、対話による芸術鑑賞を取り入れることで、非認知能力の向上
を図る。

文化振興課

方向性

R5 拡充

内容
児童生徒を対象とした授業プログラム及び市民を対象とした芸術鑑賞プログラムを実
施する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

8

事業名 3-3-2 市民総合センター再配置等事業 担当課

目的 市民総合センター内各機能の集約を図る。

文化振興課

方向性

R5 継続

内容 市民総合センター内各機能の再配置を実施する。

R6 完了

R7

R8

R9

R8

R9

5

事業名 3-3-2 おにクル大ホールこけら落とし公演の開催 担当課

目的
大ホールの供用開始を記念して、こけら落とし公演及びその前後における全館オープ
ンを記念したイベントを開催する。

共創推進課　等

方向性

R5

内容

令和６年４月に供用開始を予定しているおにクルの大ホールにおいて、こけら落とし
公演としてクラッシックコンサート等を実施する。また、こけら落とし公演開催日前
後において、全館オープン記念期間として、指定管理者や文化振興財団によるホール
利用をメインとしたイベント等を実施する。

R6 新規完了

R7

4

事業名 3-3-2 おにクル開館記念イベントの開催 担当課

目的

開館にあたり、吹き抜けの「縦の道」からもたらされる建物としてのコンセプト
「日々何かが起こり、誰かと出会う」、及びエリア活用コンセプト「育てる広場」を
表現する“おにクルらしい”イベントを開催し、市民の皆さまの暮らしの中におにク
ルが加わったことを実感していただく。
※“おにクルらしい”＝各コンセプト、共創、連携の実践

共創推進課　等

方向性

R5 完了

内容

令和５年11月26日におにクルの大ホールで開館記念式典を実施するとともに、全館及
び芝生広場においてオープニングイベントを実施する。オープニングイベントでは、
施設内の各機能による市民参加型の企画を実施する予定である。
また、開館日前後において“おにクルらしい”イベントの実施も予定している。

R6

R7

R8

R9
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２　新規・拡充事業等

R8

R9

13

事業名 3-3-4 文化財資料館常設展リニューアル事業 担当課

目的
常設展示室をリニューアルし、発信機能を強化することで、広く市民に郷土の歴史や
魅力を再発見してもらい、郷土愛の醸成を図る。

歴史文化財課

方向性

R5 継続

内容
①展示室を改修し、展示空間を再構築することで、発信機能を強化する。
②これまでに蓄積された文化財調査の成果や近年の研究による新たな知見をもとに、
展示内容を見直すことでサービスの向上を図る。

R6 完了

R7

12

事業名 3-3-4 歴史情報の整理公開事業 担当課

目的
本課においては、文化財資料館はじめ旧市史編さん室等において膨大な歴史情報を有
しているが、それらを整理し、その公開を行うことで、本市の歴史に親しむ、または
調べる機会を市民に提供する。

歴史文化財課

方向性

R5 継続

内容

①システムの改修を行い、本市の地図情報サイト上において埋蔵文化財包蔵地に係る
情報を公開していく。
②文化財資料館郷土史料室においてデータベースや収集資料の閲覧及びレファレンス
に取り組み歴史情報の適切な活用によるサービス向上を図る。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

11

事業名 3-3-4 新技術を活用した普及啓発並びに記録保存 担当課

目的
ARやフォトグラメトリ、Web会議システム等の新技術を活用することで、新たな記録保
存や普及啓発活動を通じて文化財の魅力に触れることのできる機会を提供する。

歴史文化財課

方向性

R5 臨時拡充

内容

①フォトグラメトリ等の新技術を積極的に導入し、効率的かつ迅速な記録保存に取り
組むとともに、被災した場合の復旧や公開困難な状況の発生に備える。
②ARや3次元データ等を展示に積極的に用いることで、観覧者のより具体的な理解を促
す。
③オンライン講座の開催やweb上での資料公開を図っていくことで、本市の歴史的魅力
に触れられる機会を増やしていく。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 臨時拡充

10

事業名 3-3-4 千提寺菱ヶ谷遺跡の整備と活用 担当課

目的
本市の貴重なキリシタン関連遺跡である千提寺菱ヶ谷遺跡の市史跡指定を見据えなが
ら、豊かな自然及び地域との共生を目指した整備と活用を図る。

歴史文化財課

方向性

R5 継続

内容

①遺構のある頂上部の広場整備を進めるとともに、体験学習などの場としても活用を
図る。
②遺構周辺を里山林として整備していくことで、自然と共生し、持続的に多くの市民
が関わる遺跡とする。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

継続

R8 継続

R9 継続

9

事業名 3-3-2 中長期保全計画に係る修繕（市民総合センター） 担当課

目的
市民総合センターは施設竣工から33年が経過しており、計画的に予防保全を行う観点
から、経年劣化した設備の修繕を行う。

文化振興課

方向性

R5 臨時拡充

内容
外壁改修実施の他、耐用年数超過、あるいは故障等、法定点検の指摘を踏まえ対応を
要する設備の修繕、改修を実施する。

R6 継続

R7
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２　新規・拡充事業等

16

事業名 3-3-5 松下眞一氏に関する資料整理等事業 担当課

目的
本市出身の作曲家である松下眞一氏に関する資料について、広く市民に周知するとも
に、文化資源の保護を図る。

文化振興課

方向性

R5 新規

内容
寄贈を受けた楽譜・手紙・音源等の資料について、整理及び調査・研究をしたうえ
で、資料の企画展示や適切な保管を行う。

R6 継続

R7 完了

R8

R9

15

事業名 3-3-5 川端康成文学館ギャラリー企画展 担当課

目的
川端康成氏と竹田市との関連を市民に伝え、竹田市との友好関係を深める一助とす
る。

文化振興課

方向性

R5 臨時拡充

内容
大分県竹田市との歴史文化姉妹都市連携10周年記念し、川端とゆかりのある画家が竹
田市の久住を描いた絵画や川端康成の墨書等を展示する企画展を実施する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

方向性

R5 完了

内容
①令和4年度は、銅鐸鋳型発見50周年プレ事業として、生涯学習センターきらめきにお
いてシンポジウムを開催する。
②令和5年度は、文化財資料館において銅鐸鋳型発見50周年記念テーマ展を開催する。

R6

R7

R8

R9

14

事業名 3-3-4 銅鐸鋳型発見50周年事業 担当課

目的
完全な形を保った全国唯一の東奈良銅鐸鋳型は、本市の歴史や文化を特徴づける極め
て重要な文化財である。令和5年に銅鐸鋳型発見50周年の節目を迎えることから、周年
事業を開催し、その魅力を広く市民に発信する。

歴史文化財課
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２　新規・拡充事業等

1

事業名 3-4-3 観光推進事業 担当課

目的 本市の魅力発信、市内での活動や周遊を促進に努め、地域の活性化につなげる。

商工労政課

方向性

R5 継続

内容
各種観光事業を実施している観光協会に補助金を交付するほか、他の関連団体とも連
携を図りながら、市内の魅力情報の発信など、観光事業を推進する。

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R9 継続

3
施策の
方向性

茨木市の自然、歴史、文化、地域で生み出される特産品など豊富で魅力的な観光資源を最大限に活
用し、市内外の人が訪れて「楽しい」と思ってもらえるよう、観光資源をつなぐ取組を推進しま
す。さらに、観光協会と連携し、幅広い年代に応じた効果的な情報発信を行い、わがまちに誇りを
持てる、観光をいかしたまちづくりを進めます。

4 取組

3-4-1 観光資源の発掘とネットワーク化の推進

3-4-2 観光情報の発信を強化

3-4-3 官民協働で観光事業を推進

1　施策の概要

施　策 3-4 観光資源の活用と創出で魅力あるまちづくりを推進する

2
対応する
SDGs

8 12
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R7

R8

R9

２　新規・拡充事業等

1

事業名 3-5-1 竹田市歴史文化姉妹都市提携10周年事業 担当課

目的
令和５年で竹田市との歴史文化姉妹都市提携10周年を迎えることから、周年を記念す
るイベントを、おにクルの開館記念事業として実施することにより、より多くの市民
の文化交流の促進を図る。

文化振興課

方向性

R5 新規完了

内容 竹田市ゆかりの団体を招き、イベントを実施する。

R6

3
施策の
方向性

国内外の姉妹都市を中心とした市民レベルの交流を促し、他地域の文化の理解を深めるとともに、
様々な分野での文化活動の交流を図ります。さらに、市民の異文化理解活動を支援し、国籍を超え
た多彩な交流を進めます。

4 取組

3-5-1 都市間交流の促進

3-5-2 地域国際化を推進するための環境整備

1　施策の概要

施　策 3-5 都市間の交流と国際化を推進する

2
対応する
SDGs

17
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